






























































































































安藤　貞一 京都市左京区吉田本町 606京大・工・教授 工業化学 研究企画と総括i代表者）
大石　　純 京都市左京区吉田本町 606京大・工・教授 原子核工学 研究企画と総括
高月　　紘 京都市左京区吉田本町 606京大・環保セ・助教授 衛生工学 処理と環境教育
斉藤正三郎 仙台市荒巻字青葉 980東北大・工・教授 化学工学 処理と環境教育
白須賀公平 東京都文京区本郷 113東大・環安セ。助教授 環境安全 処理と環境教育
村山　忍三 松本市旭3－1－1 390信大・医・教授 衛　生　学 処理と環境教育
後藤　正志 名古屋市千種区不老町 464名大・省エネセ・助教授 応用化学 処理と環境教育
山田　浩司 神戸市北区有野町唐櫃 651－13 基礎化学 処理と環境教育
高橋　照男 岡山市津島中3－1－1 700岡大・工・教授 化学工学 研究企画と総括
伊永　隆史 岡山市津島中3－1－1 700岡大・工・助手 工業化学 処理と環境教育
庁藤　英司 東広島市西条町下見 724広大・工・助手 環境基礎学 処理と環境教育
谷口　　宏 福岡市東区箱崎6－10－1812九大・工・教授 応用化学 処理と環境教育
研究目的
　現在，我国では科学技術の発展に伴い，種々の新しい化学物質が次々開発され，利用されている。しか
しながら，これは環境保全の面から見れば，また一つの新しい課題が次々と生じていくことでもある。
　高度に発達した産業社会における環境問題を考えるとき，高等教育課程における環境科学教育の重要性
はますますその比重を増していると言えよう。
　本研究では，大学における環境科学教育のあり方を，廃棄物の処理という具体的な社会的対応の中で，
各分担研究者の豊富な経験をもとに検討しようとするものである。
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本年度の研究実施計画
｛1｝各大学における環境科学教育の実施例を調査する。
②　既存の教材（各大学の指導書および市販の環境教育書）を調査，整理し，大学における環境科学教育
　用教材として，より充実すべき点を検討する。
（3）大学における廃棄物処理を通しての環境科学教育のあり方を検討する。
キーワード：大学，環境科学教育，廃棄物処理，教育材料，カリキュラム
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　私たち廃棄物処理施設担当者が行っている日常業務は，まさに環境問題への極めて対症療法的な
ものであり，環境保全のために最小限やらなければならない事柄であることが再確認された。しか
し，現実問題として各大学の廃棄物処理施設の現場に立つとき，理想的な環境科学教育への道はま
だまだ遠いという感はいなめない。また，これらを促す各種の法的な規制もまさに環境保全上，最
低限守るべきルールでしかない。このようなギリギリの状態の環境保全現場においては，ややもす
ると後始末的な発想が支配的になりがちである。しかしながら，それではあまりにも発展性がなく，
今後の新たな環；境問題への対応もできないであろう。
　廃棄物処理担当者の一員として，道のりは遠いが大学における環境教育の主役となる気慨と努力
が求められているように思われる。できうれば；本学関係当局の暖かくかつ絶大なご支援を望むもの
である。
43
日産科学振興財団学術研究助成の報告
　昭和59年度から2年間にわたり，環境管理センターの技術開発室が中心となって部門組織の応援
を得，下記のメンバーで行われた調査研究であるが，61年3月をもって一応終了した。
先端技術開発に伴う多品種・少量・不定時排出特性をもつ
　　　　　　　　　　　廃水の処理・再資源化に関する調査研究
Research　in　treatment　and　reuse　of　the　waste　waters　with　multiply，
randomly，　and　small　effluent　characteristics，　involving　developments
of　the　highly　advanced　technology
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岡山大学工学部教授
岡山大学工学部教授
岡山大粉薬学部教授
岡山大学工学部教授
岡山大学環境管理センター助手
岡山大学工学部教授
岡山大学工学部助教授
岡山大学工学部助教授
岡山大学工学部助教授
岡山大学工学部助教授
岡山大学農業生物研究所助教授
岡山大学教養部助教授
岡山大学工学部助手
岡山大学工学部助手
岡山大学環境管理センター助手
????????????????? ????????????????? ?
　先端技術は図1に示すような多数の新製品を対象としており，今後10年間で急成長が期待されて
いる。しかし一方で，開発のテンポが急なあまり環境保全上の配慮が十分に伴わない恐れも危惧さ
れてきており，国民的関心も高まっている。
　大学は都市の縮図といわれるように，先端技術をはじめとする実験研究を点在する研究室で行い，
しかも多品種少量の化学物質を使用・廃棄することから，規模的には小さいものの先端技術産業か
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●自動車電話
●ウィンド・サーフ
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82年の市場規模
　1億円　　　　10憶円　　　　　100憶円
図1　今後10年の先端技術市場
1000億円 5000億円
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らの廃水と類似した特性を備えている。この点に注目し，調査研究を進めたところ，以下に示すよ
うな共通した廃水特性を有することが明らかになった。
（1）多種類　多形態
（2）少量で，時間的・時期的変動大
㈲　発生源は主として多品種少量生産の各製造プロセス及び実験室等で広域に分散していること。
　（大学では理，工，農，医，歯，薬，教育の各学部，教養部，研究所，研究施設，附属病院等が
　ある。）。
（4）化学物質の購入量・種類はわかるが，その使用方法・量等の実態は実験室等ではまちまちで，
　把握しがたいこと。
（5）研究開発による処理法未知の新物質の合成
（6）変異原物質・病原菌等の混入
（7）水質変動の大きい排出水の連続監視の難しさ
（8）その他（（1）～〔7）の複合したもの）
　この種の問題点は，現在までに環境管理センターでの廃液・排水処理業務上，必要であった技術
開発を必要とする事項にほぼ合致することが分かった。これらの研究成果の詳細は，別途「環境科
学研究成果集Vol．1」の形で61年度中に印刷・発行される予定で，鋭意編集が進められている。
山陽技術振興会
環境保全と再資源化研究会の報告
　社団法人山陽技術振興会の環境保全と再資源化研究会では，60年度に2回の会合がもた礼セン
ター業務に資するため近永助手が出席した。なお，61年3月には依頼講演を行い，　「処理困難な物
質の廃水処理」の題目で約1時間にわたって，教育研究に伴う多品種少量不定時排出特性をもつ廃
水に関する環境管理センターでの技術開発業務について述べ先端技術開発を目指す県内主要企業
に多くの示唆を与えた。
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